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一　

は
じ
め
に

　

現
代
の
経
済
社
会
で
は
、
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
自
体
に
用
い
ら
れ
る

技
術
・
仕
様
の
規
格
を
競
争
に
よ
っ
て
決
す
る
の
で
は
な
く
、
規
格

を
あ
ら
か
じ
め
設
定
し
て
お
く
こ
と
が
多
い
。
企
業
が
、
所
与
の
標

準
を
用
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
う
え
で
、
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
提
供

に
お
け
る
競
争
に
特
化
す
る
例
が
よ
く
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
標
準
化
は
、
標
準
そ
の
も
の
の
獲
得
を
め
ぐ
る
競
争

に
よ
っ
て
敗
者
の
投
資
が
無
駄
に
な
る
非
効
率
を
未
然
に
防
ぐ
観
点

で
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
標
準
と
な
る
技
術
等
が
無
体
財
産
と
し

て
知
的
財
産
権
に
よ
る
保
護
を
受
け
る
こ
と
で
、
競
争
上
の
論
点
が

生
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、
標
準
と
な
る
技
術
の
開
発
者
に
特

許
が
与
え
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
開
発
者
が
、
こ
の
い
わ
ゆ
る
標

準
必
須
特
許
（standard essential patents

：
Ｓ
Ｅ
Ｐ
）
を
用
い

て
競
争
者
へ
の
実
施
許
諾
（
ラ
イ
セ
ン
ス
）
を
は
じ
め
か
ら
拒
否
す

る
か
も
し
れ
な
い
。
Ｓ
Ｅ
Ｐ
権
者
が
競
争
者
に
対
し
、
ラ
イ
セ
ン
ス

条
件
交
渉
の
不
調
を
理
由
に
製
品
販
売
の
差
止
め
を
求
め
て
提
訴
す

る
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｐ
権
者
が
競
争
者
に
高
額
な

実
施
許
諾
料
（
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
）
を
要
求
し
、
競
争
者
に
採
算
確
保

の
見
込
み
を
失
わ
せ
、
市
場
か
ら
の
退
出
を
余
儀
な
く
す
る
か
も
し

れ
な
い
。
特
に
、
一
つ
の
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
多
様
な
Ｓ
Ｅ
Ｐ
つ
き

の
技
術
が
組
み
込
ま
れ
、
い
わ
ゆ
る
「
特
許
の
藪
（patent 

thicket

（
（
（

）」
と
い
う
状
況
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
次
の
懸
念
も
生

じ
う
る
。
す
な
わ
ち
、
支
払
が
必
要
な
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
が
積
み
重
な

る
「
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
ス
タ
ッ
キ
ン
グ
（royalty stacking

）」
が
生

じ
（
（
（

、
競
争
排
除
の
可
能
性
は
一
層
高
ま
る
。

　

特
に
論
争
的
な
こ
の
Ｓ
Ｅ
Ｐ
に
関
し
て
は
、
そ
も
そ
も
標
準
を
設

定
す
る
標
準
化
機
関
（standard-setting organization

：
Ｓ
Ｓ

Ｏ
）
が
、
競
争
上
の
論
点
を
回
避
し
標
準
化
の
意
義
を
損
な
わ
な
い

よ
う
に
す
べ
く
、
権
利
者
か
ら
あ
る
約
束
を
引
き
出
す
こ
と
が
通
例

で
あ
る
。
そ
れ
が
、
い
わ
ゆ
る
「
公
正
、
合
理
的
か
つ
非
差
別
的

（fair, reasonable and non-discrim
inatory

：
Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｄ
）」

宣
言
で
あ
る（

（
（

。
こ
れ
は
、
文
字
通
り
、
標
準
と
な
る
特
許
の
実
施
を

Sim
on Brinsm

ead,

E
ssential Interoperability 
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相
応
の
対
価
を
条
件
に
広
く
認
め
る
、
と
い
う
宣
言
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｄ
宣
言
の
意
味
内
容
は
得
て
し
て
曖
昧
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
、
宣
言
後
に
Ｓ
Ｅ
Ｐ
権
者
と
実
施
を
望
む
者
の
間

で
、
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
水
準
を
め
ぐ
る
争
い
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
。

場
合
に
よ
っ
て
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｐ
権
者
が
裁
判
所
へ
の
差
止
め
請
求
に

打
っ
て
出
て
、
実
質
的
に
ラ
イ
セ
ン
ス
拒
絶
に
及
ぶ
こ
と
も
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
私
的
な
取
引
秩
序
の
形
成
で
の
問
題
解
決
に
は
限
界
が

あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
競
争
法
に
よ
る
介
入
と
い
う
選
択
肢
を
想

起
さ
せ
、
実
際
に
、
欧
州
連
合
（
以
下
、
Ｅ
Ｕ
）
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｐ
の
権

利
行
使
に
伴
う
問
題
を
競
争
法
に
依
拠
し
て
是
正
す
る
姿
勢
を
み
せ

て
き
た
。
し
か
し
、
Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｄ
宣
言
に
反
す
る
Ｓ
Ｅ
Ｐ
権
者
の
行

動
は
、
そ
も
そ
も
、
知
的
財
産
法
の
権
利
制
限
規
定
（
法
理
）、
権

利
濫
用
の
法
理
等
の
契
約
法
上
の
諸
原
則
で
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
、

米
国
や
日
本
は
主
に
こ
う
し
た
法
的
対
応
に
傾
い
て
き
た
こ
と
で
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
標
準
化
に
と
も
な
う
知
的
財
産
権
の

行
使
に
関
す
る
問
題
の
対
処
方
法
は
、
国
際
的
に
断
片
化
し
た
状
況

と
な
っ
て
い
る（

（
（

。

　

そ
う
し
た
中
で
、
二
〇
二
一
年
八
月
に
サ
イ
モ
ン
・
ブ
リ
ン
ス

ミ
ー
ド
（Sim

on Brinsm
ead

）（
以
下
、
著
者
）
は
、『
必
須
相
互

運
用
性
標
準
：
国
際
経
済
法
に
お
け
る
知
的
財
産
権
と
競
争
の
調

和
』（
以
下
、
本
書
）
を
世
に
送
り
出
し
た
。

　

本
書
の
タ
イ
ト
ル
に
も
な
っ
て
い
る
必
須
相
互
運
用
性
標
準

（essential interoperability standards

）
は
、
ハ
ー
ド
と
ハ
ー

ド
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
、
ソ
フ
ト
と
ソ
フ
ト
、
又
は
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
と
人
間
の
間
の
相
互
運
用
性
を
確
保
す
る
技
術
そ
の
他
の
情
報

の
う
ち
、
標
準
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
モ
ノ
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
（Internet of T

hings

：
Ｉ
ｏ
Ｔ
）」
現
象
は
、
製
品

と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
連
携
を
加
速
さ
せ
て
お
り
、
こ
れ
に
と
も
な
い

同
じ
業
種
の
中
だ
け
で
な
く
、
業
種
の
垣
根
を
越
え
て
相
互
運
用
性

を
確
保
し
、
そ
れ
を
支
え
る
技
術
等
を
標
準
化
す
る
こ
と
も
重
要
度

を
増
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
例
え
ば
、
相
互
運
用
性
の
確
保
を
支
え

る
標
準
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
形
を
と
り
、
そ
れ
が
著
作
権
で
保
護
さ
れ

る
な
ら
ば
、
標
準
化
に
と
も
な
う
競
争
上
の
論
点
を
引
き
起
こ
す
の

は
、
標
準
必
須
著
作
権
（standard essential copyright

）
に
も

広
が
る
。

　

本
書
は
、
か
か
る
背
景
に
鑑
み
、
広
く
標
準
必
須
知
的
財
産
権

（standard essential intellectual property

：
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｐ
）
を

観
念
し
、
当
該
権
利
に
関
す
る
競
争
上
の
問
題
に
つ
い
て
、
各
法
域

の
法
的
処
理
の
調
和
を
促
す
国
際
経
済
法
上
の
処
方
箋
を
構
想
す
る

こ
と
を
目
指
す
。
そ
の
構
成
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
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第
Ⅰ
部　

議
論
の
出
発
点
と
問
題
の
所
在

第
一
章　

序
論

第
二
章　

標
準
と
相
互
運
用
性
標
準

第
三
章　

相
互
運
用
性
標
準
と
国
際
経
済
法

第
Ⅱ
部　

知
的
財
産
権
と
競
争
法
の
影
響
力

第
四
章　

相
互
運
用
性
標
準
と
知
的
財
産
権

第
五
章　

相
互
運
用
性
標
準
と
競
争
法

第
Ⅲ
部　

責
任
と
補
償
の
認
定
に
向
け
て

第
六
章　

�

相
互
運
用
性
標
準
と
標
準
必
須
知
的
財
産
権
の
領
域

に
お
け
る
排
他
的
な
所
有
権
ル
ー
ル
と
責
任
ル
ー
ル

の
優
劣

第
七
章　

�

相
互
運
用
性
標
準
と
標
準
必
須
知
的
財
産
権
へ
の
ア

ク
セ
ス
：
国
際
的
側
面

第
八
章　

結
論

第
九
章　

専
門
家
マ
ニ
ュ
ア
ル
草
案

二　

著
者
略
歴

　

具
体
的
に
本
書
の
紹
介
に
入
る
前
に
、
ご
く
簡
略
に
著
者
に
つ
い

て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
著
者
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
法
務
省

（A
ttorney-General

’s D
epartm

ent, A
ustralia

）
の
国
際
法
室

（O
ffi

ce of International Law

）
に
勤
務
す
る
実
務
家
で
あ
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
法
務
省
国
際
法
室
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
に

対
し
て
国
際
法
に
関
す
る
助
言
を
行
う
組
織
と
さ
れ
て
お
り（

（
（

、
著
者

は
こ
こ
で
、
国
際
経
済
法
等
を
担
当
す
る
チ
ー
ム
を
リ
ー
ド
し
、
Ｗ

Ｔ
Ｏ
紛
争
解
決
手
続
、
投
資
協
定
仲
裁
、
並
び
に
貿
易
協
定
及
び
投

資
協
定
交
渉
に
関
す
る
実
務
を
担
っ
て
い
る（

（
（

。

　

二
〇
一
二
年
か
ら
二
〇
一
八
年
に
か
け
て
、
著
者
は
、
ス
イ
ス
の

ベ
ル
ン
大
学
の
博
士
課
程
に
在
籍
し
、
国
際
経
済
法
の
大
家
と
し
て

有
名
な
ト
ー
マ
ス
・
コ
テ
ィ
エ
（T

hom
as Cottier

）
の
下
で
博

士
論
文
執
筆
に
あ
た
っ
た（

（
（

。
そ
こ
で
完
成
さ
せ
た
博
士
論
文
に
よ
り
、

著
者
は
、
ベ
ル
ン
大
学
か
ら
法
学
博
士
号
を
授
与
さ
れ
て
い
る
。
本

書
は
、
こ
の
博
士
論
文
に
出
版
に
あ
た
っ
て
必
要
な
修
正
を
施
し
た

も
の
で
あ
る
。

三　

本
書
の
要
旨

　

㈠　

第
Ⅰ
部
「
議
論
の
出
発
点
と
問
題
の
所
在
」

　

第
Ⅰ
部
は
、
第
一
章
「
序
論
」、
第
二
章
「
標
準
と
相
互
運
用
性

標
準
」、
及
び
第
三
章
「
相
互
運
用
性
標
準
と
国
際
経
済
法
」
で
構

成
さ
れ
る
。

　

第
一
章
は
、
本
書
評
一
が
示
し
た
問
題
状
況
、
す
な
わ
ち
、
近
年

著
し
い
高
性
能
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
を
支
え
る
必
須
相
互
運
用

性
標
準
を
め
ぐ
る
知
的
財
産
法
に
よ
る
創
造
主
の
保
護
と
、
競
争
法
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に
よ
る
利
用
者
の
保
護
の
相
克
を
取
り
上
げ
る
。
そ
し
て
、
第
一
章

は
、
必
須
相
互
運
用
性
標
準
を
め
ぐ
る
二
つ
の
法
の
相
克
が
生
じ
る

の
は
、
標
準
化
さ
れ
た
情
報
の
創
造
主
が
そ
の
利
用
を
制
限
し
、
競

争
を
排
除
す
る
場
面
で
あ
る
、
と
認
識
す
る
。

　

こ
の
点
、
米
国
は
、
知
的
財
産
法
の
権
利
制
限
規
定
（
法
理
）
や

契
約
法
上
の
諸
原
則
を
用
い
て
対
処
す
る
傾
向
に
あ
る
一
方
、
Ｅ
Ｕ

や
中
国
は
、
後
述
す
る
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
・
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
理
論

（essential facility doctrine
（
（
（

）
に
も
と
づ
く
競
争
法
に
よ
る
解
決

を
志
向
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
問
題
に
対
処
す
る
際
に
依
拠
す
る

ル
ー
ル
が
、（
主
要
な
）
法
域
間
で
異
な
る
状
況
が
あ
る
。
第
一
章

は
、
こ
の
よ
う
に
必
須
相
互
運
用
性
標
準
に
も
と
づ
く
競
争
の
確
保

に
向
け
た
対
応
に
収
斂
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
を
ふ
ま
え
、
各
国
の
一

致
し
た
対
応
を
促
す
国
際
経
済
法
の
下
で
の
立
法
的
対
応
の
必
要
性

を
認
識
し
、
そ
れ
を
本
書
の
課
題
と
定
め
る
。
そ
し
て
、
同
章
は
、

演
繹
的
な
思
考
と
は
一
線
を
画
す
る
（
又
は
こ
れ
を
補
完
す
る
位
置

に
あ
る
）、
特
定
の
問
題
に
応
じ
て
対
応
策
を
探
る
ト
ピ
ク
的
思
考（

（
（

で
立
法
論
を
展
開
す
る
、
と
い
う
方
針
を
示
す
。
ま
た
、
そ
こ
で
は
、

問
題
思
考
の
際
の
拠
り
所
を
法
と
経
済
学
に
求
め
る
、
と
宣
言
さ
れ

る
。

　

以
上
の
序
論
を
経
て
本
格
的
な
考
察
に
入
る
前
に
、
第
二
章
及
び

第
三
章
で
は
、
基
本
的
な
概
念
や
本
書
の
議
論
と
関
係
し
う
る
法
の

説
明
が
行
わ
れ
る
。

　

第
二
章
は
、
標
準
の
中
で
も
特
に
本
書
で
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
相

互
運
用
性
標
準
の
概
念
を
整
理
す
る
。
そ
の
例
と
し
て
は
、
キ
ー

ボ
ー
ド
の
配
列
、
Ｖ
Ｈ
Ｓ
に
収
斂
し
て
い
っ
た
ビ
デ
オ
録
画
方
式
、

5
Ｇ
に
至
る
通
信
規
格
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
第
二
章
で
は
、

そ
の
よ
う
な
標
準
の
策
定
の
流
れ
及
び
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
紹
介
さ
れ
る
。

　

第
三
章
は
、
相
互
運
用
性
標
準
に
一
見
関
係
す
る
既
存
の
国
際
経

済
法
が
紹
介
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
規
律
の
不
十
分
さ
が
指
摘
さ

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
の
「
知
的
所
有
権

の
貿
易
関
連
の
側
面
に
関
す
る
協
定
」（
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
協
定
）、「
貿

易
の
技
術
的
障
害
に
関
す
る
協
定
」（
Ｔ
Ｂ
Ｔ
協
定
）、「
サ
ー
ビ
ス

の
貿
易
に
関
す
る
一
般
協
定
」（
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｓ
）
の
「
電
気
通
信
に
関

す
る
附
属
書
」
及
び
「
参
照
文
書
」、
並
び
に
、「
情
報
技
術
製
品
の

貿
易
に
関
す
る
閣
僚
宣
言
」（
情
報
技
術
協
定
）
が
相
互
運
用
性
標

準
な
い
し
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｐ
に
関
連
す
る
問
題
に
つ
い
て
な
ん
ら
拘
束
力
あ

る
多
角
的
規
律
を
及
ぼ
し
て
い
な
い
、
と
い
う
結
論
が
導
か
れ
る
。

ま
た
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
で
の
国
際
競
争
法
の
策
定
が
頓
挫
し
、
競
争
法
の
調

和
が
国
際
競
争
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｉ
Ｃ
Ｎ
）
で
の
競
争
法
執
行
の
協

力
や
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
で
の
議
論
を
通
じ
、
緩
や

か
な
も
の
に
と
ど
ま
る
現
状
が
指
摘
さ
れ
る
。

　

㈡　

第
Ⅱ
部
「
知
的
財
産
権
と
競
争
法
の
影
響
力
」
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第
Ⅱ
部
は
、
第
四
章
「
相
互
運
用
性
標
準
と
知
的
財
産
権
」
及
び

第
五
章
「
相
互
運
用
性
標
準
と
競
争
法
」
か
ら
な
る
。
そ
こ
で
は
、

相
互
運
用
性
標
準
の
利
用
を
め
ぐ
る
競
争
上
の
問
題
に
関
し
て
国
際

的
に
統
一
さ
れ
た
規
範
が
存
在
し
な
い
中
で
、
法
域
毎
に
と
ら
れ
る

対
応
が
検
討
さ
れ
る
。

　

第
四
章
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｐ
の
概
念
を
論
じ
、
情
報
の
創
造
主
を
保
護

す
る
知
的
財
産
権
の
存
立
基
盤
を
法
と
経
済
学
の
観
点
か
ら
説
明
す

る
こ
と
か
ら
議
論
を
始
め
る
。
そ
の
う
え
で
、
特
許
、
著
作
権
、
集

積
回
路
等
の
レ
イ
ア
ウ
ト
設
計
、
及
び
営
業
秘
密
と
い
っ
た
類
型
毎

に
権
利
保
護
の
構
図
が
示
さ
れ
、
ま
た
、
主
要
法
域
（
米
国
、
Ｅ
Ｕ
、

及
び
中
国
）
に
お
け
る
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｐ
に
関
す
る
判
例
が
紹
介
さ
れ
る
。

特
に
、
著
作
権
に
つ
い
て
は
、
米
国
の
控
訴
裁
が
、
相
互
運
用
性
標

準
（
著
作
物
）
の
利
用
が
著
作
権
の
権
利
行
使
を
制
限
す
る
フ
ェ
ア

ユ
ー
ス
に
あ
た
ら
な
い
、
と
判
断
し
た
例
（
グ
ー
グ
ル
対
オ
ラ
ク
ル

事
件
）
に
照
ら
し
、
Ｓ
Ｅ
Ｐ
と
同
様
に
標
準
必
須
著
作
権
へ
の
ア
ク

セ
ス
も
論
点
た
り
う
る
、
と
留
意
さ
れ
る
。
加
え
て
、
第
四
章
で
は
、

知
的
財
産
権
の
行
使
に
対
し
て
競
争
法
違
反
が
認
定
さ
れ
た
場
合
の

強
制
ラ
イ
セ
ン
ス
と
の
関
連
で
も
、
米
国
、
Ｅ
Ｕ
、
中
国
等
の
国
々

の
判
例
及
び
制
定
法
が
概
観
さ
れ
る
。

　

対
照
的
に
、
第
五
章
で
は
、
相
互
運
用
性
標
準
の
利
用
を
め
ぐ
る

競
争
上
の
問
題
に
対
す
る
競
争
法
の
適
用
が
検
討
さ
れ
る
。
こ
こ
で

は
、
多
く
の
紙
幅
を
割
い
て
論
争
的
な
理
論
、
す
な
わ
ち
、
Ｅ
Ｕ
や

中
国
で
相
互
運
用
性
標
準
の
ア
ク
セ
ス
の
拒
絶
に
対
処
す
る
た
め
に

用
い
ら
れ
る
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
・
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
理
論
が
検
討
さ
れ

る
。
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
・
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
理
論
と
は
、
そ
れ
な
く
し

て
は
競
争
に
参
加
で
き
ず
、
か
つ
自
ら
構
築
す
る
の
が
難
し
い
設
備

等
（
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
）
を
保
持
す
る
者
が
、
こ
れ
を
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
に
正
当
な
理
由
な
く
そ
れ
を
拒
否
す
る
こ
と
を
競
争
法

違
反
と
す
る
理
論
を
指
す
。
第
五
章
で
は
、
米
国
で
の
当
該
理
論
の

興
隆
と
衰
退
、
及
び
Ｅ
Ｕ
競
争
法
に
お
け
る
事
実
上
の
浸
透
と
い
っ

た
歴
史
的
経
緯
が
概
観
さ
れ
た
後
、
Ｅ
Ｕ
及
び
中
国
に
お
け
る
相
互

運
用
性
標
準
に
関
す
る
事
件
で
当
該
理
論
が
適
用
さ
れ
た
実
例
が
紹

介
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
相
互
運
用
性
標
準
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
確

保
す
る
た
め
の
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
・
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
理
論
の
適
用
に

つ
い
て
、
主
要
法
域
間
で
の
熱
量
の
差
が
見
い
だ
さ
れ
る
。

　

続
い
て
、
第
五
章
は
、
法
と
経
済
学
の
観
点
か
ら
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
・
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
理
論
の
適
用
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
。
そ
の
結

論
に
よ
れ
ば
、
相
互
運
用
性
標
準
の
文
脈
に
お
け
る
当
該
理
論
の
適

用
は
、
経
済
効
率
性
の
向
上
に
資
す
る
か
不
透
明
で
あ
る
た
め
、
Ｅ

Ｕ
の
判
例
で
示
さ
れ
て
き
た
要
件
が
充
た
さ
れ
る
例
外
的
状
況
に
限

ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
例
外
的
状
況
の
要
件
と
は
、
①

情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
隣
接
市
場
（secondary m

arket

）
で
の
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競
争
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
、
②
知
的
財
産
の
ラ
イ
セ
ン
ス
の
懈

怠
が
当
該
隣
接
市
場
で
の
競
争
を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
、
③
知

的
財
産
が
、
消
費
者
の
需
要
が
見
込
ま
れ
る
新
規
製
品
を
創
造
す
る

の
に
必
要
と
さ
れ
る
、
④
ラ
イ
セ
ン
ス
拒
否
に
客
観
的
な
正
当
性
が

存
在
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

な
お
、
第
五
章
で
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｐ
に
も
と
づ
く
差
止
め
請
求
及
び

ラ
イ
セ
ン
ス
料
の
不
当
高
価
設
定
、
標
準
化
の
際
の
欺
瞞
的
行
為
、

Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｐ
と
そ
の
他
知
的
財
産
権
の
ラ
イ
セ
ン
ス
の
抱
き
合
わ
せ
、

並
び
に
、
標
準
化
活
動
で
の
水
平
的
制
限
に
対
す
る
競
争
法
の
適
用

に
つ
い
て
の
各
法
域
の
姿
勢
も
検
討
さ
れ
る
。

　

㈢　

第
Ⅲ
部
「
責
任
と
補
償
の
認
定
に
向
け
て
」

　

以
上
の
整
理
を
ふ
ま
え
て
、
第
Ⅲ
部
で
は
、
第
六
章
を
通
じ
て
、

法
と
経
済
学
の
観
点
か
ら
一
見
調
和
し
な
い
主
要
法
域
で
の
対
応
を

収
斂
さ
せ
る
た
め
の
手
が
か
り
が
探
求
さ
れ
、
続
く
第
七
章
で
は
、

国
際
的
な
対
応
が
議
論
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
最
後
に
、
第
八
章
で
総

括
が
行
わ
れ
、
第
九
章
で
は
、
著
者
の
構
想
す
る
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｐ
の
競
争

上
の
論
点
に
対
処
す
る
各
法
域
の
専
門
家
向
け
の
国
際
ソ
フ
ト
ロ
ー

（
専
門
家
マ
ニ
ュ
ア
ル
）
の
案
が
添
付
さ
れ
る
。

　

第
六
章
は
、
最
初
に
、
知
的
財
産
法
の
よ
う
な
所
有
権
ル
ー
ル

（property rule

）
に
代
わ
っ
て
権
利
制
限
規
定
（
法
理
）
や
競
争

法
の
よ
う
な
責
任
ル
ー
ル
（liability rule

）
が
適
用
さ
れ
る
条
件

を
明
ら
か
に
す
る（

（1
（

、
法
と
経
済
学
の
先
行
研
究
を
整
理
す
る
。
そ
し

て
、
同
章
は
、
経
済
効
率
性
の
追
求
を
意
識
し
つ
つ
先
行
研
究
を
応

用
し
、
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｐ
と
の
関
連
で
責
任
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
る
条
件
と

し
て
、
ク
ー
ル
ノ
ー
補
完
財
（Cournot com

plem
ents

（
（1
（

）
及
び
戦

略
的
行
動
を
特
定
す
る
。
前
者
は
、
あ
る
製
品
に
不
可
欠
な
補
完
財

が
多
数
存
在
し
、
か
つ
、
各
補
完
財
の
供
給
者
が
そ
れ
ぞ
れ
独
占
者

で
あ
る
場
合
に
、
独
占
価
格
の
累
積
に
よ
り
問
題
の
製
品
の
価
格
が

過
度
に
高
く
な
る
状
況
を
指
す
。
後
者
は
、
権
利
者
が
そ
の
権
利
を

利
用
し
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
て
自
ら
の
優
位
性
を
背
景
に
利
用
を

制
限
す
る
行
為
、
又
は
反
対
に
、
利
用
者
が
権
利
者
か
ら
の
利
用
を

自
ら
の
優
位
性
を
背
景
に
控
え
る
行
為
を
指
す
。
す
な
わ
ち
、
Ｓ
Ｅ

Ｉ
Ｐ
の
文
脈
で
責
任
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
る
の
は
、
特
許
を
例
と
す

れ
ば
、
本
書
評
一
で
紹
介
し
た
「
特
許
の
藪
」
又
は
「
ロ
イ
ヤ
ル

テ
ィ
ス
タ
ッ
キ
ン
グ
」
が
存
在
し
、
か
つ
特
許
の
「
ホ
ー
ル
ド
ア
ッ

プ
（hold-up

）」
又
は
「
ホ
ー
ル
ド
ア
ウ
ト
（hold-out

）」
が
行
わ

れ
る
場
面
と
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
理
解
を
も
と
に
、
第
六
章
は
、
ク
ー
ル
ノ
ー
補
完
財

及
び
戦
略
的
行
動
が
存
在
し
、
か
つ
、
先
述
の
Ｅ
Ｕ
の
判
例
で
示
さ

れ
た
要
件
が
充
た
さ
れ
る
場
合
の
み
、
競
争
法
は
取
引
拒
絶
に
対
し

て
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
説
く
。
し
か
も
、
そ
こ
で
は
、
経

済
効
率
性
に
関
わ
る
要
素
の
総
合
考
慮
を
経
る
必
要
が
あ
る
、
と
さ
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れ
る
。
さ
ら
に
、
第
六
章
は
、
知
的
財
産
権
に
も
と
づ
く
差
止
め
請

求
を
責
任
ル
ー
ル
の
下
で
退
け
る
に
し
て
も
、
競
争
法
で
は
な
く
、

知
的
財
産
法
に
お
け
る
権
利
制
限
規
定
（
法
理
）
や
契
約
法
上
の
諸

原
則
に
よ
る
処
理
が
望
ま
れ
る
、
と
留
意
す
る
。
こ
れ
は
、
裁
判
所

に
よ
る
経
済
効
率
性
の
評
価
に
は
限
界
が
あ
る
、
と
い
う
認
識
に
よ

る
。
第
六
章
は
、
続
い
て
、
知
的
財
産
権
に
も
と
づ
く
損
害
賠
償
額

の
算
定
の
論
点
に
目
を
転
じ
、
相
互
運
用
性
標
準
の
文
脈
で
は
逸
失

利
益
、
侵
害
者
利
益
、
故
意
、
法
定
損
害
賠
償
、
又
は
附
加
的
若
し

く
は
懲
罰
的
損
害
賠
償
と
い
っ
た
概
念
よ
り
む
し
ろ
、
合
理
的
な
ロ

イ
ヤ
ル
テ
ィ
の
概
念
が
有
用
で
あ
る
、
と
論
ず
る
。
加
え
て
、
第
六

章
は
、
裁
判
所
が
、
差
止
め
請
求
を
拒
否
し
て
合
理
的
な
ロ
イ
ヤ
ル

テ
ィ
の
概
念
の
下
で
損
害
賠
償
を
命
ず
る
こ
と
も
、
強
制
ラ
イ
セ
ン

ス
を
命
ず
る
こ
と
も
責
任
ル
ー
ル
の
適
用
で
あ
る
、
と
い
う
見
解
に

立
ち
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
強
制
ラ
イ
セ
ン
ス
に
お

け
る
料
率
決
定
は
、
合
理
的
な
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
の
そ
れ
と
調
和
す
べ

き
で
あ
る
。

　

第
七
章
は
、
一
連
の
議
論
を
ふ
ま
え
、
相
互
運
用
性
標
準
を
め
ぐ

る
知
的
財
産
権
の
保
護
と
競
争
の
調
和
に
向
け
た
国
際
的
な
対
応
を

検
討
す
る
。
最
初
に
、
規
制
の
違
い
が
保
護
主
義
を
招
い
た
り
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
次
元
で
の
標
準
策
定
や
技
術
開
発
に
悪
影
響
を
与
え
た

り
す
る
、
と
い
う
観
点
か
ら
国
際
的
な
対
応
の
必
要
性
が
説
か
れ
る
。

次
に
、
立
法
の
形
式
と
し
て
、
法
的
拘
束
力
の
あ
る
条
約
と
ソ
フ
ト

ロ
ー
の
ど
ち
ら
が
よ
い
か
、
が
議
論
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
第
四
及

び
第
五
章
で
明
ら
か
に
な
っ
た
主
要
法
域
に
お
け
る
対
応
の
違
い
、

並
び
に
競
争
法
分
野
で
の
条
約
策
定
の
失
敗
例
に
鑑
み
、
国
内
裁
判

所
及
び
規
制
当
局
に
指
針
を
与
え
る
専
門
家
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
形
の
ソ

フ
ト
ロ
ー
が
望
ま
し
い
、
と
さ
れ
る
。

　

続
い
て
、
第
七
章
は
、
専
門
家
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
時
に
は
参
加
者

の
専
門
性
は
も
ち
ろ
ん
、
専
門
分
野
の
横
断
性
及
び
堅
牢
か
つ
透
明

な
プ
ロ
セ
ス
が
担
保
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
指
摘
す
る
。
そ
の
う

え
で
、
第
七
章
は
、
専
門
家
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
内
容
と
し
て
、
基
本
概

念
の
定
義
、
公
的
Ｓ
Ｓ
Ｏ
の
役
割
、
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｐ
か
ら
生
じ
う
る
競
争

上
の
問
題
、
知
的
財
産
権
に
も
と
づ
く
救
済
に
関
す
る
一
般
原
則
、

差
止
め
が
制
約
さ
れ
う
る
状
況
、
及
び
損
害
賠
償
に
関
す
る
考
慮
事

項
を
挙
げ
る
。
さ
ら
に
、
専
門
家
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
競
争
法
の
適
用

可
能
性
を
認
識
し
つ
つ
も
、
そ
の
適
用
が
き
わ
め
て
限
定
的
か
つ
慎

重
に
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
点
に
留
意
す
る
よ
う
求
め
る
。
以
上
の

内
容
と
既
存
の
国
際
協
定
の
整
合
性
を
担
保
す
べ
く
、
第
七
章
は
、

Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
協
定
等
に
照
ら
し
た
検
討
も
行
う
。

　

最
後
に
、
本
書
は
、
第
八
章
で
議
論
を
総
括
し
、
第
九
章
に
お
い

て
専
門
家
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
ド
ラ
フ
ト
を
ま
と
め
て
い
る
。
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四　

若
干
の
コ
メ
ン
ト

　

か
ね
て
、
Ｓ
Ｅ
Ｐ
を
め
ぐ
っ
て
生
ず
る
競
争
上
の
論
点
に
つ
い
て

は
、
契
約
法
な
い
し
知
的
財
産
法
が
対
処
す
る
べ
き
か
、
そ
れ
と
も

競
争
法
が
対
処
す
べ
き
か
、
が
議
論
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
各
法
的

手
段
に
つ
い
て
、
対
処
が
行
わ
れ
る
べ
き
な
の
は
い
か
な
る
場
面
か
、

も
検
討
さ
れ
て
き
た（

（1
（

。
著
者
も
、
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
議
論
の
存

在
を
認
識
し
た
う
え
で
、
競
争
法
の
採
用
に
慎
重
な
姿
勢
を
示
し
、

そ
の
採
用
が
認
め
ら
れ
る
例
外
的
状
況
を
挙
げ
て
従
来
の
議
論
へ
の

自
身
の
態
度
を
表
明
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
本
書
の
取
り
組
み
は
、
こ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

ま
ず
、
本
書
は
、
議
論
の
蓄
積
の
あ
る
特
許
だ
け
で
な
く
、
相
互
運

用
性
標
準
に
は
著
作
権
を
含
め
知
的
財
産
権
が
幅
広
く
関
係
し
う
る
、

と
い
う
認
識
に
も
と
づ
き
、
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｐ
を
め
ぐ
る
競
争
上
の
論
点
を

広
く
扱
お
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
書
は
、
異
な
る
法
的
手
段
の

利
用
可
能
性
を
生
ぜ
し
め
る
共
通
の
背
景
を
法
と
経
済
学
の
観
点
か

ら
導
き
出
し
、
問
題
解
決
の
た
め
に
依
拠
す
る
法
的
手
段
が
断
片
化

す
る
状
況
で
も
各
法
域
の
実
務
で
参
照
で
き
る
具
体
的
な
ソ
フ
ト

ロ
ー
（
専
門
家
マ
ニ
ュ
ア
ル
）
ま
で
示
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
観
点

で
、
本
書
は
、
従
来
の
議
論
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
意
欲
作

で
あ
る
と
い
え
る
。

　

他
方
で
、
本
書
を
読
む
際
に
は
留
意
す
べ
き
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

本
書
が
二
〇
一
八
年
に
完
成
に
至
っ
た
著
者
の
博
士
論
文
を
も
と
に

し
て
い
る
た
め
、
本
書
評
脱
稿
時
点
（
二
〇
二
二
年
八
月
）
ま
で
の

間
の
判
例
等
の
進
展
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

出
版
時
期
が
二
〇
二
一
年
八
月
で
あ
る
以
上
、
二
〇
二
〇
年
以
降
の

動
向
を
押
さ
え
ら
れ
て
い
な
い
点
は
や
む
を
え
な
い
に
し
て
も
、
二

〇
一
八
年
及
び
二
〇
一
九
年
の
動
向
は
反
映
し
て
ほ
し
か
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
本
書
は
、
米
国
に
お
け
る
グ
ー
グ
ル
対
オ
ラ
ク
ル
事
件

の
控
訴
裁
判
決（

（1
（

ま
で
し
か
反
映
し
て
い
な
い
が
、
同
事
件
の
最
高
裁

判
決
は
二
〇
二
一
年
四
月
一
五
日
に
示
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
同
事
件
で
は
、

オ
ラ
ク
ル
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
（Java A

pplication Program
m

ing 
Interface

：
Ｊ
ａ
ｖ
ａ　
Ａ
Ｐ
Ｉ
）
を
グ
ー
グ
ル
が
複
製
使
用
し
た

こ
と
の
著
作
権
侵
害
が
争
わ
れ
た
。
控
訴
裁
は
、
問
題
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
著
作
物
性
を
認
め
た
う
え
で
、
グ
ー
グ
ル
の
複
製
使
用
は
（
著

作
権
が
制
限
さ
れ
る
）
フ
ェ
ア
ユ
ー
ス
に
あ
た
ら
な
い
、
と
判
断
し

た
（
（1
（

。
本
書
は
、
こ
の
判
断
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
業
界
で
の
標
準
増
加
に

鑑
み
、
Ｊ
ａ
ｖ
ａ　
Ａ
Ｐ
Ｉ
の
よ
う
な
必
須
相
互
運
用
性
標
準
に
付

随
す
る
著
作
権
が
多
数
存
在
す
る
状
況
（
著
作
権
の
藪
）、
及
び
標

準
必
須
著
作
権
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
め
ぐ
る
競
争
上
の
論
点
の
顕
在
化

を
懸
念
す
る
。
し
か
し
、
グ
ー
グ
ル
対
オ
ラ
ク
ル
事
件
の
最
高
裁
は
、

グ
ー
グ
ル
の
複
製
使
用
の
フ
ェ
ア
ユ
ー
ス
該
当
性
を
認
め
、
著
作
権
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侵
害
を
否
定
し
た（

（1
（

。
最
高
裁
判
決
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
知
的
財
産
権
の

権
利
制
限
規
定
（
法
理
）
の
運
用
に
よ
っ
て
、
少
な
く
と
も
米
国
で

は
、
著
者
が
抱
い
た
懸
念
は
後
退
し
て
い
る
、
と
い
っ
て
よ
い
。

　

ま
た
、
本
書
は
、
英
国
に
お
け
る
ア
ン
ワ
イ
ア
ー
ド
プ
ラ
ネ
ッ
ト

対
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
事
件
の
高
等
法
院
判
決（

（1
（

を
参
照

す
る
が
、
同
事
件
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
、
控
訴
院
判
決
が
二
〇
一

八
年
一
〇
月
二
三
日
に（

（1
（

、
最
高
裁
判
決
が
二
〇
二
〇
年
八
月
二
六
日

に
示
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
ア
ン
ワ
イ
ア
ー
ド
プ
ラ

ネ
ッ
ト
の
有
す
る
Ｓ
Ｅ
Ｐ
に
関
し
て
対
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
ズ
の
ラ
イ
セ
ン
ス
条
件
の
差
別
性
が
否
定
さ
れ
、
前
者
の
後
者

に
対
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
ラ
イ
セ
ン
シ
ン
グ
条
件
の
要
求
が
競
争
法
上

の
支
配
的
地
位
の
濫
用
に
あ
た
る
、
と
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た（

（2
（

。
そ

の
意
味
で
、
本
書
の
参
照
す
る
高
等
法
院
判
決
か
ら
一
貫
し
て
結
論

は
不
変
で
あ
る
が
、
最
高
裁
で
も
同
様
の
判
断
が
示
さ
れ
て
い
る
点

に
は
留
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
本
書
は
、
Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｄ
宣
言
の
行
わ
れ
た
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｐ
に

も
と
づ
く
差
止
め
請
求
に
対
し
て
、
不
公
正
な
競
争
方
法
を
禁
止
す

る
米
国
連
邦
取
引
委
員
会
（
Ｆ
Ｔ
Ｃ
）
法
第
五
条
が
適
用
さ
れ
る
か
、

は
未
解
決
の
論
点
で
あ
る
、
と
し
て
い
た
が
、
こ
れ
に
関
し
て
も
動

き
が
あ
っ
た
。
Ｆ
Ｔ
Ｃ
対
ク
ア
ル
コ
ム
事
件
で
は
、
携
帯
電
話
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
に
必
須
な
モ
デ
ム
チ
ッ
プ
の
Ｓ
Ｅ
Ｐ
を
有
し
、

か
つ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
で
Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｄ
宣
言
し
て
い
た
ク
ア
ル
コ
ム
に
よ
る
ラ

イ
セ
ン
ス
慣
行
が
問
題
と
な
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
ク
ア
ル
コ
ム
に

よ
る
、
モ
デ
ム
チ
ッ
プ
製
造
分
野
の
競
争
者
へ
の
ラ
イ
セ
ン
ス
拒
絶
、

携
帯
電
話
ブ
ラ
ン
ド
の
名
の
下
で
端
末
を
製
造
す
る
者
（
Ｏ
Ｅ
Ｍ
）

へ
の
ラ
イ
セ
ン
ス
を
前
提
と
し
た
モ
デ
ム
チ
ッ
プ
供
給
、
及
び
携
帯

電
話
ブ
ラ
ン
ド
の
会
社
と
の
排
他
的
取
引
が
問
題
と
な
っ
た
。
こ
の

点
、
二
〇
一
九
年
五
月
二
一
日
に
米
国
連
邦
地
裁
は
一
連
の
行
為
の

Ｆ
Ｔ
Ｃ
法
第
五
条
違
反
を
認
め
た
が（

（2
（

、
二
〇
二
〇
年
八
月
一
一
日
に

連
邦
控
訴
裁
は
そ
れ
を
破
棄
し
た（

（2
（

。
連
邦
控
訴
裁
は
、
Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｄ

宣
言
違
反
を
契
約
法
や
特
許
法
で
処
理
す
る
こ
と
を
是
と
し
て
お
り（

（2
（

、

そ
の
判
断
に
鑑
み
れ
ば
、
米
国
は
、
Ｆ
Ｔ
Ｃ
法
第
五
条
の
文
脈
で
も

競
争
法
の
適
用
に
慎
重
で
あ
る
、
と
窺
え
る
で
あ
ろ
う（

（2
（

。

　

こ
の
よ
う
に
留
意
点
を
挙
げ
た
が
、
本
書
が
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｐ
へ
の
ア
ク

セ
ス
を
め
ぐ
る
競
争
上
の
論
点
に
つ
い
て
、
主
要
法
域
の
一
定
時
点

ま
で
の
対
応
状
況
及
び
関
連
す
る
法
と
経
済
学
の
先
行
研
究
を
整
理

し
、
国
際
的
な
解
決
策
に
つ
い
て
興
味
深
い
視
点
を
提
供
す
る
有
用

な
一
冊
で
あ
る
こ
と
に
は
違
い
な
い
。

　

な
お
、
本
書
評
執
筆
時
点
に
お
い
て
、
Ｅ
Ｕ
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
で
、
Ｓ
Ｅ

Ｐ
を
め
ぐ
る
中
国
の
措
置
が
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
協
定
に
違
反
す
る
、
と
主

張
し
て
中
国
に
協
議
要
請
し
て
い
る（

（2
（

。
本
件
で
問
題
と
な
っ
て
い
る

措
置
は
、「
実
質
的
に
同
一
の
紛
争
が
複
数
の
国
の
裁
判
所
に
係
属
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す
る
並
行
訴
訟
に
お
い
て
、
当
事
者
に
よ
る
外
国
裁
判
所
等
で
の
提

訴
等
の
訴
訟
手
続
を
禁
止
す
る
」
禁
訴
令
と
理
解
さ
れ
る（

（2
（

。
具
体
的

に
、
Ｅ
Ｕ
は
、
特
許
権
者
に
所
定
の
排
他
的
権
利
の
付
与
を
求
め
る

Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
協
定
第
二
八
条
一
項
及
び
二
項
、
知
的
財
産
権
の
行
使

手
続
の
適
用
に
一
定
の
箍
を
は
め
る
第
四
一
条
一
項
第
二
文
、
知
的

財
産
権
侵
害
の
差
止
め
に
関
す
る
権
限
に
つ
い
て
の
第
四
四
条
一
項
、

透
明
性
の
確
保
に
関
す
る
第
六
三
条
一
項
及
び
三
項
、
並
び
に
国
内

法
令
を
「
統
一
的
、
公
平
、
か
つ
合
理
的
な
態
様
」
で
運
用
す
る
よ

う
求
め
る
「
中
華
人
民
共
和
国
の
加
盟
に
関
す
る
議
定
書
」
第
二
条

（
Ａ
）
二
項（

（2
（

に
中
国
が
違
反
し
て
い
る
、
と
主
張
し
て
い
る（

（2
（

。

　

特
に
、
こ
の
紛
争
と
の
関
連
で
は
、
Ｅ
Ｕ
と
中
国
が
「
多
国
間
暫

定
上
訴
仲
裁
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
（M

ulti-Party Interim
 A

ppeal 
A

rbitration A
rrangem

ent

：
Ｍ
Ｐ
Ｉ
Ａ
）」
に
参
加
し
て
い
る（

（2
（

、

つ
ま
り
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
上
級
委
員
会
手
続
に
代
わ
る
仲
裁
に
よ
る
上
訴

の
処
理
に
合
意
し
て
い
る
、
と
い
う
点
が
重
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

第
一
審
に
あ
た
る
パ
ネ
ル
報
告
に
対
す
る
上
訴
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
は
、
目
下
の
上
級
委
員
会
の
定
員
不
足
の
状
況
下
で
も
い
わ
ゆ

る
棚
上
げ
に
至
ら
ず
、
仲
裁
人
の
検
討
が
見
込
ま
れ
る
。

　

Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
協
定
は
、
本
書
で
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
Ｓ
Ｅ
Ｉ

Ｐ
（
Ｓ
Ｅ
Ｐ
）
に
関
し
て
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
に
実
体
的
な
義
務
を
課
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
中
で
パ
ネ
ル
な
い
し
上
訴

機
関
は
い
か
な
る
判
断
を
下
す
の
か
。
今
後
の
動
向
が
注
目
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
1
）　Carl Shapiro, 

“Navigating the Patent T
hicket: Cross 

Licenses, Patent Pools, and Standard Setting,

” Innovation 
Policy and the E

conom
y, V

ol. 1‌ （2000

）, p. 120. 

類
似
の
問
題

と
し
て
、「
ア
ン
チ
コ
モ
ン
ズ
の
悲
劇
（tragedy of the 

anticom
m

ons

）」
が
あ
る
。M

ichael A
. H

eller and Rebecca 
S. E

isenberg, 

“Can Patents D
eter Innovation? T

he 
A

nticom
m

ons in Biom
edical Research,

” Science, V
ol. 280, 

N
o. 5364 （1998

）, p. 698.

（
2
）　M

ark A
. Lem

ley and Carl Shapiro, 

“Patent H
oldup 

and Royalty Stacking,

” Texas Law
 R

eview
, V

ol. 85, N
o. 7‌ 

（2007

）, p. 1993.

（
3
）　

Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｄ
宣
言
で
は
な
く
、「
公
正
（fair

）」
を
除
い
た
「
合

理
的
か
つ
非
差
別
的
（reasonable and non-discrim

inatory

：

Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｄ
）」
宣
言
と
い
う
表
現
も
存
在
す
る
が
、
意
味
内
容
に
差

異
は
な
い
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
本
書
評
は
、
Ｆ
Ｒ
Ａ

Ｎ
Ｄ
宣
言
で
表
現
を
統
一
す
る
。

（
4
）　

こ
の
段
落
で
紹
介
し
た
よ
う
な
、
Ｓ
Ｅ
Ｐ
の
競
争
上
の
論
点
に

対
す
る
各
法
域
の
対
応
を
整
理
す
る
文
献
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
川

濵
昇
「
標
準
規
格
必
須
特
許
問
題
へ
の
競
争
法
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」

RIET
I D

iscussion Paper Series 15-J-043

（
独
立
行
政
法
人
経
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済
産
業
研
究
所
、
二
〇
一
五
年
）、
鈴
木
將
文
「
標
準
必
須
特
許
の

権
利
行
使
を
巡
る
法
的
問
題
」RIET

I D
iscussion Paper Series 

15-J-061

（
独
立
行
政
法
人
経
済
産
業
研
究
所
、
二
〇
一
五
年
）
を

参
照
。
ま
た
、
わ
が
国
に
お
け
る
、
Ｓ
Ｅ
Ｐ
関
連
の
特
許
法
と
競
争

法
の
交
錯
に
つ
い
て
の
包
括
的
な
研
究
と
し
て
、
和
久
井
理
子
『
技

術
標
準
を
め
ぐ
る
法
シ
ス
テ
ム
：
企
業
間
協
力
と
競
争
、
独
禁
法
と

特
許
法
の
交
錯
』（
商
事
法
務
、
二
〇
一
〇
年
）
を
参
照
。

（
5
）　A

ustralian G
overnm

ent, A
ttorney-G

eneral

’s 
D

epartm
ent, International Law

, at https://w
w

w
.ag.gov.

au/international-relations/international-law
 

（as of 1‌0 
A

ugust 2022

）.

（
6
）　Cam

bridge U
niversity Press, E

ssential Interoperability 
Standards: Interfacing Intellectual P

roperty and 
Com

petition in International E
conom

ic Law
, at https://

w
w

w
.cam

bridge.org/jp/academ
ic/subjects/law

/
international-trade-law

/essential-interoperability-
standards-interfacing-intellectual-property-and-
com

petition-international-econom
ic-law

?form
at=H

B 

（as of 
10‌ A

ugust 2022

）.

（
7
）　

コ
テ
ィ
エ
は
、
本
書
冒
頭
のForw

ard

を
執
筆
し
て
い
る
。

T
hom

as C
ottier, 

“Forew
ard

” to Sim
on B

rinsm
ead, 

E
ssential Interoperability Standards: Interfacing 

Intellectual Property and Com
petition in International 

E
conom

ic Law
 （2021

）, pp. xvii-xviii.

（
8
）　

不
可
欠
施
設
理
論
等
と
訳
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
本
書
評
は
、

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
・
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
理
論
で
訳
語
を
統
一
す
る
。

（
9
）　

ト
ピ
ク
的
思
考
は
、
例
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